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実験には体重l. 8 - 3.8 kgの成熟雄ウサギ41羽を用い， α一一クロラロースとウレタンの浅麻酔下に実
験を行なった。涙分泌量の測定にはウサギの外眼角眼険結膜に開口する主涙腺排出管 l乙微小ポリエチレ
















パック・アベレージング法で測定した涙腺支配副交感神経性節後線維の伝導速度は 0.72 士 0.21m/ 
sec であった。角膜電気刺激で誘発されるこの節後線維の反射性放電活動は10-20Hz の刺激頻度で最
大の反応を示し分泌量の変化と相関していた。一万，単発電気刺激 lとより乙の節後線維から潜時の異な
る 2 群の反射性放電が観察された。短潜時 (68.7 土 8.7 msec)の反射性放電の角膜刺激闘値は長潜時放




















経性節繊維は角膜の単発刺激に対し異なった潜時で 2 度の応答を示し 乙の応答のうち短潜時の反応は
三文神経知覚系複合核群の吻側部を介し，長い潜時の反応は侵害刺激に応じるもので主として尾側亜核
を介して誘発されることなどを明らかにした。
以上のごとく本研究は従来はっきりしていなかった角膜刺激により誘発される反射性涙分泌の神経機
序並びにその反射回路の性質を解明したものであり，口腔生理学的に重要な知見をえたものである。よ
って本研究者は歯学博士の学位をうる資格があると認める口
F同u
円/“
